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小林啓子議員 四本奈緒美議員

積
極
的
な
安
全
教
育
の
実
施
を
支
援

し
て
い
く
。

（
教
育
部
長
）

　
市
内
各
小
・
中
学
校
に
お

い
て
は
、
通
学
路
の
安
全
確

保
と
し
て
、
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
や

登
下
校
指
導
、
交
通
安
全
教
室
や
不

審
者
対
応
訓
練
等
、
安
全
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
・

地
域
・
警
察
で
連
携
し
た
「
登
下
校

安
全
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
通
学
路
の
点

検
も
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
見
守
り
も
あ
り
、
今
後
も

「
一
人
に
な
る
時
間
を
減
ら
す
」
取

組
が
重
要
に
な
る
。
市
と
し
て
も
青

色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
含
め
、

　
最
近
、
通
学
中
の
事
件
・

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
子

供
達
の
大
切
な
命
を
守
る
為
に
、
安

全
な
通
学
路
の
整
備
を
最
優
先
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
事
か
ら
、
小
中

学
校
の
通
学
路
の
安
全
点
検
の
方
法

と
、
市
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

子
供
達
を
守
る
通
学
路
の
整
備
を
最
優
先
で

Q

A

　
ま
た
、
市
職
員
の
手
で
「
食
品
ロ

ス
削
減
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
成
し
、

小
中
学
校
を
含
む
公
共
施
設
や
幸
手

駅
に
掲
示
を
依
頼
し
、
食
品
ロ
ス
の

認
知
度
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
、
埼
玉
県
が
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
を
参
考
に
す
る
な
ど
し
、

市
全
体
で
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
む
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
市
で
は
、
市
民
環
境
講
座

や
広
報
紙
を
利
用
し
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
工
夫
を
紹
介
す
る
な

ど
、
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

　
国
に
お
い
て
は
今
年
５
月

に
、
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法

が
成
立
し
た
。
「
ま
だ
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
食
品
が
廃
棄
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
社
会
的
な
取
り
組

み
」
と
定
義
し
国
や
自
治
体
、
消
費

者
や
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
「
国
民
運
動
」
と
位
置
づ
け
た
。

　
幸
手
市
と
し
て
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

「
食
品
ロ
ス
」
削
減
の
取
り
組
み
は

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　

松 田 雅 代 議 員
◯　東部消防組合署所合理化対策について
◯　幸手駅橋上駅舎・東西自由通路整備の完成処理に
ついて

◯　今年度全国学力状況調査について
◯　水害対策の推進について

大 平 泰 二 議 員
◯　神扇地区のごみ屋敷問題の進捗状況
◯　公共交通利便性の向上について
◯　アフタースクールの課題
◯　治水対策について
◯　駅西口土地区画整理の今後

木 村 治 夫 議 員
◯　交通安全対策の推進について
◯　道路網の整備について
◯　中心市街地活性化事業支援について
◯　地域の特性を活かした観光の振興について

小 林 英 雄 議 員
◯　道路整備について
◯　交通量調査について
◯　幸手駅西口について
◯　臨時駅舎設置について

枝 久 保 喜 八 郎 議 員
◯　デマンドバスについて
◯　消防組合西分署廃止計画について
◯　学校給食費の公会計化について

武 藤 壽 男 議 員
◯　河川、水路、道路の管理、維持について
◯　惣新田一ツ谷地区の連続火災について

四 本 奈 緒 美 議 員
◯　がん検診の受診率向上について
◯　幸手市内小中学校の通学路について

小 林 啓 子 議 員
◯　「食品ロス」削減の取り組みについて
◯　幸手市デマンド交通の見直しについて
◯　幸手駅西口の防犯対策について

海 老 沼 隆 夫 議 員
◯　栄地区(高齢者)対策
◯　水害問題について
◯　県道並塚幸手線・ヨークマート幸手店前信号付近
の危険な歩道の改善について

◯　子育て支援について

本 田 謡 子 議 員
◯　公共施設予約システムについて
◯　防災について

坂 本 達 夫 議 員
◯　洪水対策について
◯　幸手市役所入口交差点の右折禁止解除について
◯　幸手駅西口の活性化について
◯　循環バスとデマンド交通について
◯　長倉地区の道路問題について

青 木 　 章 議 員
◯　幸手駅西口からのバス路線新設について
◯　相続人の居ない空家の対応について
◯　保育ステーション設置について

市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問 市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

　今定例会では、12人の議員が６月
４日、５日、６日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものを質問者
順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 6月定例会の会議録は9月上旬頃公開予定です。

あなたの を市政に声

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、
住民の声や自身の考え方をもとに、市長
や教育委員会等の方針を問うものです。

幸手市は１人 45分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はあ
りません。議会だよりではスペースの都合上、質疑と答弁が要約し
てありますので臨場感ある、本会議場での傍聴をお待ちしています。
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ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
関
し
て
要
望
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
５
月
、
機
構
側
か
ら
事
業
の

進
捗
状
況
等
の
説
明
が
あ
っ
た
際
は
、

今
年
度
に
入
り
、
中
層
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
の
現
地

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
対
し

て
継
続
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

検
討
の
段
階
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　
幸
手
市
民
が
住
み
慣
れ
た
環
境
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
都
市
機
構
に
強
く
要

望
す
る
が
幸
手
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
幸
手
団
地
の
団
地
再
生
事

業
に
関
し
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

と
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
定

期
的
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
お

り
、
そ
の
初
期
段
階
か
ら
中
層
エ
レ

　
幸
手
団
地
は
元
住
宅
公
団

が
45
年
以
上
前
に
建
設
し
た

５
階
建
て
中
層
ビ
ル
で
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
初
よ

り
入
居
し
た
方
々
は
高
齢
に
達
し
て

お
り
、
５
階
の
方
で
は
約
62
段
を
毎

日
上
下
す
る
の
が
大
変
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
自
治
会
で
は
繰
り
返
し
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
都
市
機
構
に
求
め
続
け
、

栄
地
区
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に

Q

A

で
、
以
降
は

こ
の
番
号
を

入
力
す
る
こ

と
で
申
請
者

の
確
認
が
で

き
る
た
め
、

申
請
書
の
提

出
が
不
要
と

な
る
。

（
教
育
部
長
）

　
ア
ス
カ
ル
幸
手
等
で
既
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
施
設
予
約
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
年
7
月
か
ら

各
公
民
館
、
勤
労
福
祉
会
館
、
神
扇

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
も
運

用
を
開
始
す
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め

の
手
続
き
と
し
て
、
各
施
設
の
窓
口

で
一
度
だ
け
「
利
用
者
登
録
」
を
行

っ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
際
、
利
用
者

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
交
付
す
る
の

　
平
成
28
年
度
第
３
回
定
例

会
の
私
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
考
え
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
す
べ
て

の
公
共
施
設
の
予
約
が
出
来
る
よ
う

に
と
要
望
し
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。
ま
た
、
予
約
す
る
時
の
手

続
き
に
つ
い
て
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
の
施
設
予
約
一
元
化
は

Q

A

　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
増
加
す
る
高

齢
者
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
、
ま

た
市
民
の
日
常
生
活
の
支
え
と
な
る

よ
う
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
お

り
、
家
の
前
で
も
乗
降
が
出
来
る
柔

軟
な
ド
ア
ｔ
ｏ
ド
ア
方
式
で
あ
り
、

移
動
が
困
難
な
方
で
も
利
用
で
き
る

な
ど
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。（市

民
生
活
部
長
）

29
年
度
８
千
五
百
人
で
あ
っ
た
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
者
数
は
循

環
バ
ス
の
３
分
の
１
に
な
っ
た
。
こ

の
数
で
市
民
生
活
を
支
え
る
足
は
確

保
で
き
た
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
交

通
で
は
シ
ス
テ
ム
の
違
い
も

あ
り
、
一
概
に
利
用
者
数
を
比
較
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
考
え
る

が
、
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
利
用

者
数
に
つ
い
て
は
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
事
業
目

的
は
、
「
増
加
す
る
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
市
民
の
日
常
生
活
を

支
え
る
た
め
の
足
と
な
る
公
共
交
通

網
を
確
保
し
幸
手
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
。
」
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
年
間
利
用
者
を
見
る
と

循
環
バ
ス
が
26
年
度
３
万
１
千
人
、

27
年
度
２
万
８
千
人
に
対
し
、
デ
マ

ン
ド
交
通
は
、
28
年
度
１
万
１
千
人
、

デ
マ
ン
ド
交
通
は
市
民
の
足
を
確
保
で
き
た
の
か

Q

A

か
ら
久
喜
市
弁
天
橋
付
近
ま
で
、
約

１
２
０
m
の
道
路
整
備
の
年
内
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
道
路
整
備
の
完
了
後
、
速
や

か
に
西
口
ま
で
路
線
バ
ス
を
乗
り
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
バ
ス
事

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
杉
戸
幸
手
栗
橋
線
の
弁
天

橋
付
近
か
ら
御
成
街
道
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
今
後
５
〜
６
年
で
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
副
市
長
・
市
民
生
活
部
長
　

・
建
設
経
済
部
長
）

ト
が
良
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
道
路

整
備
と
バ
ス
路
線
の
新
設
時
期
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
弁
天
橋
ま
で
の
18

m
道
路
を
御
成
街
道

ま
で
延
伸
し
て
欲
し

い
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。　

杉
戸
幸
手

栗
橋
線
に
つ

い
て
は
、
西
口
停
車

場
線
と
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
の
交
差
部
付
近

　
幸
手
駅
東

西
自
由
通
路

が
開
通
し
、
西
口
広

場
も
完
成
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
幸
手
駅
西

口
か
ら
久
喜
駅
ま
で

バ
ス
路
線
新
設
を
望

み
ま
す
。
西
口
か
ら

停
車
場
線
を
通
り
、

弁
天
橋
を
渡
る
ル
ー

幸
手
駅
西
口
か
ら
久
喜
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
新
設

Q

A
▲幸手駅西口地区
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ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
関
し
て
要
望
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
５
月
、
機
構
側
か
ら
事
業
の

進
捗
状
況
等
の
説
明
が
あ
っ
た
際
は
、

今
年
度
に
入
り
、
中
層
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
の
現
地

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
対
し

て
継
続
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

検
討
の
段
階
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　
幸
手
市
民
が
住
み
慣
れ
た
環
境
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
都
市
機
構
に
強
く
要

望
す
る
が
幸
手
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
幸
手
団
地
の
団
地
再
生
事

業
に
関
し
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

と
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
定

期
的
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
お

り
、
そ
の
初
期
段
階
か
ら
中
層
エ
レ

　
幸
手
団
地
は
元
住
宅
公
団

が
45
年
以
上
前
に
建
設
し
た

５
階
建
て
中
層
ビ
ル
で
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
初
よ

り
入
居
し
た
方
々
は
高
齢
に
達
し
て

お
り
、
５
階
の
方
で
は
約
62
段
を
毎

日
上
下
す
る
の
が
大
変
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
自
治
会
で
は
繰
り
返
し
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
都
市
機
構
に
求
め
続
け
、

栄
地
区
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に

Q

A

で
、
以
降
は

こ
の
番
号
を

入
力
す
る
こ

と
で
申
請
者

の
確
認
が
で

き
る
た
め
、

申
請
書
の
提

出
が
不
要
と

な
る
。

（
教
育
部
長
）

　
ア
ス
カ
ル
幸
手
等
で
既
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
施
設
予
約
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
年
7
月
か
ら

各
公
民
館
、
勤
労
福
祉
会
館
、
神
扇

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
も
運

用
を
開
始
す
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め

の
手
続
き
と
し
て
、
各
施
設
の
窓
口

で
一
度
だ
け
「
利
用
者
登
録
」
を
行

っ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
際
、
利
用
者

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
交
付
す
る
の

　
平
成
28
年
度
第
３
回
定
例

会
の
私
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
考
え
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
す
べ
て

の
公
共
施
設
の
予
約
が
出
来
る
よ
う

に
と
要
望
し
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。
ま
た
、
予
約
す
る
時
の
手

続
き
に
つ
い
て
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
の
施
設
予
約
一
元
化
は

Q

A

　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
増
加
す
る
高

齢
者
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
、
ま

た
市
民
の
日
常
生
活
の
支
え
と
な
る

よ
う
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
お

り
、
家
の
前
で
も
乗
降
が
出
来
る
柔

軟
な
ド
ア
ｔ
ｏ
ド
ア
方
式
で
あ
り
、

移
動
が
困
難
な
方
で
も
利
用
で
き
る

な
ど
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。（市

民
生
活
部
長
）

29
年
度
８
千
五
百
人
で
あ
っ
た
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
者
数
は
循

環
バ
ス
の
３
分
の
１
に
な
っ
た
。
こ

の
数
で
市
民
生
活
を
支
え
る
足
は
確

保
で
き
た
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
交

通
で
は
シ
ス
テ
ム
の
違
い
も

あ
り
、
一
概
に
利
用
者
数
を
比
較
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
考
え
る

が
、
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
利
用

者
数
に
つ
い
て
は
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
事
業
目

的
は
、
「
増
加
す
る
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
市
民
の
日
常
生
活
を

支
え
る
た
め
の
足
と
な
る
公
共
交
通

網
を
確
保
し
幸
手
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
。
」
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
年
間
利
用
者
を
見
る
と

循
環
バ
ス
が
26
年
度
３
万
１
千
人
、

27
年
度
２
万
８
千
人
に
対
し
、
デ
マ

ン
ド
交
通
は
、
28
年
度
１
万
１
千
人
、

デ
マ
ン
ド
交
通
は
市
民
の
足
を
確
保
で
き
た
の
か

Q

A

か
ら
久
喜
市
弁
天
橋
付
近
ま
で
、
約

１
２
０
m
の
道
路
整
備
の
年
内
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
道
路
整
備
の
完
了
後
、
速
や

か
に
西
口
ま
で
路
線
バ
ス
を
乗
り
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
バ
ス
事

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
杉
戸
幸
手
栗
橋
線
の
弁
天

橋
付
近
か
ら
御
成
街
道
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
今
後
５
〜
６
年
で
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
副
市
長
・
市
民
生
活
部
長
　

・
建
設
経
済
部
長
）

ト
が
良
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
道
路

整
備
と
バ
ス
路
線
の
新
設
時
期
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
弁
天
橋
ま
で
の
18

m
道
路
を
御
成
街
道

ま
で
延
伸
し
て
欲
し

い
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。　

杉
戸
幸
手

栗
橋
線
に
つ

い
て
は
、
西
口
停
車

場
線
と
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
の
交
差
部
付
近

　
幸
手
駅
東

西
自
由
通
路

が
開
通
し
、
西
口
広

場
も
完
成
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
幸
手
駅
西

口
か
ら
久
喜
駅
ま
で

バ
ス
路
線
新
設
を
望

み
ま
す
。
西
口
か
ら

停
車
場
線
を
通
り
、

弁
天
橋
を
渡
る
ル
ー

幸
手
駅
西
口
か
ら
久
喜
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
新
設

Q

A
▲幸手駅西口地区
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ス
に
つ
い
て
は
、
運
行
ル
ー
ト
の
変

更
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

「
（
仮
称
）
県
営
幸
手
権
現
堂
公
園

駅
」
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
方
策
の

一
つ
で
あ
る
が
、
幸
手
駅
周
辺
の
整

備
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の
利
便
性

の
向
上
を
優
先
的
に
図
る
。
さ
ら
に
、

人
の
流
れ
を
街
中
に
呼
び
込
む
た
め

の
回
遊
性
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り

に
も
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

（
総
合
政
策
部
長
・
建
設
経
済
部
長
）

　
新
た
に
堤
周
辺
地
域
の
空
き
地
等
、

市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
産
学
連
携
の
基
、

駐
車
場
の
確
保
と
、
ま
た
鉄
道
利
用

観
光
客
増
加
に
伴
う
、
回
遊
性
観
光

の
確
立
に
向
け
、
仮
称
「
県
営
幸
手

権
現
堂
公
園
駅
」
設
置
・
検
討
に
つ

い
て
伺
う
。

　
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
会
場
付
近

で
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
や
空
き
地

等
の
利
用
可
能
な
用
地
を
探
し
出
し
、

駐
車
台
数
の
確
保
に
努
め
、
臨
時
バ

　
県
営
権
現
堂
公
園
に
て
実

施
さ
れ
た
。
第
89
回
桜
ま
つ

り
の
来
場
者
数
約
１
０
９
万
３
千
人
、

有
料
駐
車
場
利
用
台
数
約
６
万
８
千

台
等
、
盛
大
に
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
課
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
ピ
ー
ク
時

に
お
け
る
交
通
渋
滞
・
駅
か
ら
堤
ま

で
の
バ
ス
輸
送
・
慢
性
駐
車
場
不
足

等
で
あ
り
ま
す
。

地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興
を
問
う

Q

A

え
る
と
有
効
な
方
策
の
一
つ
で
あ
る

が
、
ま
ず
は
、
幸
手
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
幸
手
駅
周
辺
の

整
備
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の
利
便

性
の
更
な
る
向
上
を
優
先
的
に
図
っ

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
人
の
流
れ

を
街
中
に
呼
び
込
む
た
め
の
回
遊
性

を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
引
き

続
き
努
め
て
い
く
。（総

合
政
策
部
長
）

時
駅
の
設
置
に
於
い
て
敷
地
買
収
不

要
な
場
所
を
選
ぶ
、
案
内
看
板
変
更

時
に
時
期
を
あ
わ
せ
る
等
、
な
る
べ

く
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
向
で
考
え
、

参
考
資
料
を
提
出
し
提
案
す
る
が
考

え
を
伺
う
。

　
権
現
堂
桜
堤
周
辺
道
路
の

交
通
渋
滞
の
解
消
と
更
な
る

観
光
客
の
増
加
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
臨
時
駅
舎
の
設
置
は
、
渋
滞
の
緩

和
や
権
現
堂
桜
堤
へ
の
利
便
性
を
考

　
臨
時
駅
に
つ
い
て
幸
手
駅

橋
上
化
・
自
由
通
路
整
備
後

に
協
議
・
検
討
を
進
め
る
と
の
答
弁

を
以
前
の
質
問
時
に
頂
い
た
。
桜
ま

つ
り
期
間
中
激
化
す
る
渋
滞
の
緩
和

を
す
る
為
、
ま
た
電
車
に
よ
る
来
場

者
の
利
便
を
図
り
、
更
な
る
観
光
客

増
加
を
目
指
す
為
に
臨
時
駅
が
必
要

と
考
え
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
臨

桜
堤
周
辺
へ
の
臨
時
駅
設
置
の
必
要
性

Q

A

と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
部

長
会
議
に
お
い
て
、
西
分
署
が
存
続

で
き
る
方
法
等
に
つ
い
て
の
議
論
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
市
町
の
事
情
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
特
段
進
め
て
い
な
い
が
、
正
副
管

理
者
会
議
の
場
に
お
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

（
市
長
・
市
民
生
活
部
長
）

　
ま
た
、
交
渉
に
お
い
て
他
の
構
成

市
町
の
合
意
・
理
解
は
不
可
欠
で
あ

る
。
主
張
と
共
に
、
協
調
で
き
る
首

長
と
共
同
歩
調
で
の
議
論
や
交
渉
は

進
め
て
い
る
か
。
今
後
の
市
長
の
対

応
を
伺
う
。

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
は
４

市
２
町
を
管
轄
と
す
る
広
域

消
防
で
あ
り
、
行
政
毎
に
何
署
所
を

配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

地
域
事
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

幸
手
市
の
現
在
の
配
置
状
況
が
最
良

　
西
分
署
廃
止
問
題
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
も
組
合
管
理

者
会
議
で
の
協
議
状
況
、
市
長
の
考

え
を
確
認
し
て
き
た
が
、
本
署
・
西

分
署
の
配
置
を
「
適
正
」
と
す
る
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
署
所
合
理

化
は
突
き
詰
め
れ
ば
経
費
負
担
の
問

題
で
あ
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

意
思
決
定
を
し
て
臨
ん
で
い
る
の
か

改
め
て
伺
う
。

消
防
西
分
署
存
続
に
向
け
た
協
議
の
進
捗
状
況
は

Q

A

（
市
長
・
市
民
生
活
部
長
）

　
害
虫
駆
除
に
つ
い
て
は
、

行
為
者
本
人
と
面
談
を
行
い
、

害
虫
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
消

毒
等
の
実
施
を
強
く
指
導
し
た
。

　
そ
の
後
、
行
為
者
に
よ
る
消
毒
が

２
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
市
職
員
も
確
認

を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
行
為
者
と
定
期
的
に

面
談
を
行
い
、
早
期
の
堆
積
物
撤
去

お
よ
び
消
毒
等
に
つ
い
て
指
導
を
行

っ
て
き
た
が
、
文
書
も
含
め
、
引
き

続
き
強
く
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
市
は
害
虫
・
悪
臭
・
防
火

対
策
に
つ
い
て
「
今
後
に
お

い
て
は
、
時
節
に
応
じ
た
効
果
的
な

駆
除
、
さ
ら
に
は
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
行
為
者
に

対
し
て
強
く
指
導
」
し
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
的
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
、

ま
た
今
後
の
文
書
指
導
に
つ
い
て
伺

う
。

神
扇
地
区
の
ご
み
屋
敷
問
題
解
決
の
進
捗
状
況

Q

A
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ス
に
つ
い
て
は
、
運
行
ル
ー
ト
の
変

更
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

「
（
仮
称
）
県
営
幸
手
権
現
堂
公
園

駅
」
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
方
策
の

一
つ
で
あ
る
が
、
幸
手
駅
周
辺
の
整

備
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の
利
便
性

の
向
上
を
優
先
的
に
図
る
。
さ
ら
に
、

人
の
流
れ
を
街
中
に
呼
び
込
む
た
め

の
回
遊
性
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り

に
も
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

（
総
合
政
策
部
長
・
建
設
経
済
部
長
）

　
新
た
に
堤
周
辺
地
域
の
空
き
地
等
、

市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
産
学
連
携
の
基
、

駐
車
場
の
確
保
と
、
ま
た
鉄
道
利
用

観
光
客
増
加
に
伴
う
、
回
遊
性
観
光

の
確
立
に
向
け
、
仮
称
「
県
営
幸
手

権
現
堂
公
園
駅
」
設
置
・
検
討
に
つ

い
て
伺
う
。

　
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
会
場
付
近

で
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
や
空
き
地

等
の
利
用
可
能
な
用
地
を
探
し
出
し
、

駐
車
台
数
の
確
保
に
努
め
、
臨
時
バ

　
県
営
権
現
堂
公
園
に
て
実

施
さ
れ
た
。
第
89
回
桜
ま
つ

り
の
来
場
者
数
約
１
０
９
万
３
千
人
、

有
料
駐
車
場
利
用
台
数
約
６
万
８
千

台
等
、
盛
大
に
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
課
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
ピ
ー
ク
時

に
お
け
る
交
通
渋
滞
・
駅
か
ら
堤
ま

で
の
バ
ス
輸
送
・
慢
性
駐
車
場
不
足

等
で
あ
り
ま
す
。

地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興
を
問
う

Q

A

え
る
と
有
効
な
方
策
の
一
つ
で
あ
る

が
、
ま
ず
は
、
幸
手
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
幸
手
駅
周
辺
の

整
備
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の
利
便

性
の
更
な
る
向
上
を
優
先
的
に
図
っ

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
人
の
流
れ

を
街
中
に
呼
び
込
む
た
め
の
回
遊
性

を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
引
き

続
き
努
め
て
い
く
。（総

合
政
策
部
長
）

時
駅
の
設
置
に
於
い
て
敷
地
買
収
不

要
な
場
所
を
選
ぶ
、
案
内
看
板
変
更

時
に
時
期
を
あ
わ
せ
る
等
、
な
る
べ

く
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
向
で
考
え
、

参
考
資
料
を
提
出
し
提
案
す
る
が
考

え
を
伺
う
。

　
権
現
堂
桜
堤
周
辺
道
路
の

交
通
渋
滞
の
解
消
と
更
な
る

観
光
客
の
増
加
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
臨
時
駅
舎
の
設
置
は
、
渋
滞
の
緩

和
や
権
現
堂
桜
堤
へ
の
利
便
性
を
考

　
臨
時
駅
に
つ
い
て
幸
手
駅

橋
上
化
・
自
由
通
路
整
備
後

に
協
議
・
検
討
を
進
め
る
と
の
答
弁

を
以
前
の
質
問
時
に
頂
い
た
。
桜
ま

つ
り
期
間
中
激
化
す
る
渋
滞
の
緩
和

を
す
る
為
、
ま
た
電
車
に
よ
る
来
場

者
の
利
便
を
図
り
、
更
な
る
観
光
客

増
加
を
目
指
す
為
に
臨
時
駅
が
必
要

と
考
え
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
臨

桜
堤
周
辺
へ
の
臨
時
駅
設
置
の
必
要
性

Q

A

と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
部

長
会
議
に
お
い
て
、
西
分
署
が
存
続

で
き
る
方
法
等
に
つ
い
て
の
議
論
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
市
町
の
事
情
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
特
段
進
め
て
い
な
い
が
、
正
副
管

理
者
会
議
の
場
に
お
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

（
市
長
・
市
民
生
活
部
長
）

　
ま
た
、
交
渉
に
お
い
て
他
の
構
成

市
町
の
合
意
・
理
解
は
不
可
欠
で
あ

る
。
主
張
と
共
に
、
協
調
で
き
る
首

長
と
共
同
歩
調
で
の
議
論
や
交
渉
は

進
め
て
い
る
か
。
今
後
の
市
長
の
対

応
を
伺
う
。

　
埼
玉
東
部
消
防
組
合
は
４

市
２
町
を
管
轄
と
す
る
広
域

消
防
で
あ
り
、
行
政
毎
に
何
署
所
を

配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

地
域
事
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

幸
手
市
の
現
在
の
配
置
状
況
が
最
良

　
西
分
署
廃
止
問
題
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
も
組
合
管
理

者
会
議
で
の
協
議
状
況
、
市
長
の
考

え
を
確
認
し
て
き
た
が
、
本
署
・
西

分
署
の
配
置
を
「
適
正
」
と
す
る
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
署
所
合
理

化
は
突
き
詰
め
れ
ば
経
費
負
担
の
問

題
で
あ
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

意
思
決
定
を
し
て
臨
ん
で
い
る
の
か

改
め
て
伺
う
。

消
防
西
分
署
存
続
に
向
け
た
協
議
の
進
捗
状
況
は

Q

A

（
市
長
・
市
民
生
活
部
長
）

　
害
虫
駆
除
に
つ
い
て
は
、

行
為
者
本
人
と
面
談
を
行
い
、

害
虫
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
消

毒
等
の
実
施
を
強
く
指
導
し
た
。

　
そ
の
後
、
行
為
者
に
よ
る
消
毒
が

２
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
市
職
員
も
確
認

を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
行
為
者
と
定
期
的
に

面
談
を
行
い
、
早
期
の
堆
積
物
撤
去

お
よ
び
消
毒
等
に
つ
い
て
指
導
を
行

っ
て
き
た
が
、
文
書
も
含
め
、
引
き

続
き
強
く
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
市
は
害
虫
・
悪
臭
・
防
火

対
策
に
つ
い
て
「
今
後
に
お

い
て
は
、
時
節
に
応
じ
た
効
果
的
な

駆
除
、
さ
ら
に
は
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
行
為
者
に

対
し
て
強
く
指
導
」
し
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
的
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
、

ま
た
今
後
の
文
書
指
導
に
つ
い
て
伺

う
。

神
扇
地
区
の
ご
み
屋
敷
問
題
解
決
の
進
捗
状
況

Q

A
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議 会 の 傍 聴 てっ

そうだ 傍聴へ行こう！

！

ど う つや らた

次
回
の
定
例
会
は

９
月
２
日

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
（月）
開会

　議会では、皆さんの生活に
関わるさまざまな問題につい
て、活発な論議を行なってい
ます。本会議はだれでもその
様子を見ることができます。傍
聴は、議会活動に触れる最も身
近な方法です。

議 会 主の な 内 容
　議会は、３月（予算中心）・６月・９月（決算中心）・12
月の年４回あります。
一般質問…住民生活にかかわる問題等について、議員
が政策提案も含めて行なう質問です。
条例…県・市町村の事務に関して定められる法令の1つ
です。
予算…1年間の歳入（収入）と歳出（支出）の見積もりの
ことです。議会の議決を経て成立します。
決算…１年間の歳入・歳出の結果を、予算と比較してま
とめたものです。議会は決算の状況を審査し、適当と認
めれば認定します。

○本庁舎3階議会事務局で、受付（住
所・氏名）をしていただくだけです。

○議会・傍聴席は３階です。
【問い合わせ】　議会事務局
　TEL  0480-42-8824

議長
議会
事務
局長

議員席 議員席

傍聴席

議員席

執行部席執行部席 壇上

【議場配置図】

皆さん「議会の傍聴」

って知っていますか？

（14）（15） 〔市議会だよりさって〕No.91〔市議会だよりさって〕No.91

た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
デ
マ
ン
ド
交
通

に
い
た
だ
い
た
意
見
や
運
行
デ
ー
タ

な
ど
か
ら
、
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
他
市
の
事
例
等
を
参
考
と

し
、
当
市
に
即
し
た
見
直
し
を
図
り

つ
つ
、
高
齢
者
を
始
め
市
民
の
日
常

生
活
を
支
え
る
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）

は
バ
ス
の
相
互
乗
り
入
れ
を
し
、
70

歳
以
上
の
無
料
化
を
８
月
か
ら
予
定
。

日
常
生
活
の
足
の
確
保
と
免
許
返
納

率
を
考
慮
し
た
他
市
の
思
い
や
り
施

策
を
大
い
に
参
考
と
す
べ
き
で
は
。

　
利
用
者
の
方
か
ら
は
、
希

望
の
時
間
に
予
約
が
取
れ
な

い
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
市
と
し
て
は
先
ず

は
予
約
が
取
れ
る
よ
う
に
、
効
率
的

な
運
行
と
1
運
行
あ
た
り
の
乗
合
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
善
を
行
っ

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
現
状
に

不
満
が
根
強
い
。
公
共
交
通

に
利
便
性
を
感
じ
な
け
れ
ば
免
許
証

自
主
返
納
率
が
低
く
な
り
、
非
返
納

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
と
必
然

的
に
街
の
交
通
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

　
富
士
見
市
で
は
８
路
線
バ
ス
に
加

え
６
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
、
年
間
休
日
は
年
末
年
始
の

７
日
間
の
み
。
坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
便
性
向
上
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繕
を
行
う
。
そ
の
他
の
道
路
は
日
常

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら
修

繕
を
行
っ
て
い
く
。

　
水
路
に
つ
い
て
は
危
険
箇
所
等
の

補
修
を
行
い
、
ま
た
内
水
氾
濫
へ
の

対
応
の
た
め
流
下
能
力
の
確
保
の
整

備
を
行
う
。
一
方
で
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
制
度
の
利
用
を
推
進
し
、

水
路
の
機
能
が
安
定
的
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
努
め
る
。（

建
設
経
済
部
長
）

水
害
対
策
や
道
路
の
維
持
管
理
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
市
民

の
協
力
に
よ
る
地
先
管
理
も
多
く
あ

っ
た
が
、
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
が
管
理
す
る
準
用
河
川

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
除
草

お
よ
び
浚
渫
作
業
を
定
期
的
に
実
施

す
る
。

　
市
道
の
維
持
管
理
は
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
点
検
を
行
い
、
計
画
的
修

　
市
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国

や
県
、
土
地
改
良
区
の
管
理

す
る
河
川
、
道
路
、
水
路
な
ど
も
あ

る
が
、
そ
れ
ら
と
共
に
市
は
管
理
す

る
準
用
河
川
や
普
通
水
路
、
市
道
な

ど
生
活
基
盤
と
な
る
基
本
的
施
設
を

膨
大
に
所
有
し
て
い
る
。

　
今
後
、
国
や
県
な
ど
関
係
機
関
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全

安
心
な
生
活
基
盤
を
構
築
す
る
た
め
、

河
川
、
水
路
、
道
路
の
今
後
の
維
持
管
理
は
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枝久保喜八郎議員武藤寿男議員

　
議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
会
運
営
の

原
則
や
市
民
と
議
会
、
議
会
と
市
長
と

の
関
係
等
に
つ
い
て
、
議
会
の
基
本
姿

勢
を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
内

容
は
、
こ
れ
ま
で
市
議
会
が
積
み
重
ね

て
き
た
議
会
改
革
の
成
果
を
集
約
し
た

も
の
で
も
あ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
と

市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
そ
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
選
に
伴
い
新
た
な
議
員
で

６
月
定
例
会
会
期
中
に
議
会
基
本
条
例

を
再
確
認
致
し
ま
し
た
。

　
議
会
基
本
条
例
は
、
そ
の
理
念
を
全

議
員
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
員

の
構
成
に
変
更
が
あ
っ
て
も
変
わ
る
こ

と
の
な
い
議
会
の
基
本
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
議
会
活
動
を
活

性
化
し
、
議
会
で
の
議
論
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
と
す
る
た
め
、
情
報
公
開
と
市
民

参
加
の
推
進
に
努
め
、
併
せ
て
、
議
会

改
革
と
自
己
研
さ
ん
を
継
続
し
、
公
平

公
正
な
議
会
運
営
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
信
頼
と
負
託
に
的
確
に

応
え
る
議
会
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本
条
例
制
定

特
別
委
員
会
を
設
置
。
平
成
25
年
９
月

27
日
か
ら
平
成
26
年
11
月
21
日
ま
で
21

回
開
催
し
、
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行

致
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
「
言
論
の
場
」
で
あ
り
、
合

議
制
機
関
で
す
。
現
在
で
も
、
委
員
会

で
は
一
部
自
由
討
議
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
積
極
的
な
「
自

由
討
議
」
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
が
議
会
活
動
に
参
加
す
る
機
会

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
議
会
活
動
を

広
報
す
る
た
め
の
「
議
会
報
告
会
」
を

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

　
一
般
質
問
等
に
お
い
て
、
議
論
の
争

点
お
よ
び
論
点
を
明
ら
か
に
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
議
論
と

す
る
た
め
、
市
長
等
が
質
問
の
趣
旨
、

内
容
、
背
景
、
根
拠
の
確
認
等
の
た
め

に
一
問
一
答
方
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
制
定
の
意
義

条
例
制
定
ま
で
の
経
過

幸
手
市
議
会
基
本
条
例
と
は

議
会
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す

議
員
間
の
自
由
討
議

市
民
参
加
の
推
進
と

議
会
報
告
会
の
開
催

議
員
の
質
問
に
対
す
る

市
長
等
の
一
問
一
答
方
式


